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件
費
及
び
電
気
代
、
補
修
費
の
縮
減
が

図
れ
ま
し
た
。

五
．
お
わ
り
に

地
区
内
の
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集

積
も
促
進
さ
れ
、
集
積
率
は
事
業
実
施

前
の
12
・
４
％
か
ら
30
・
８
％
へ
と
向

上
し
、
新
規
就
農
者
も
Ｊ
Ａ
洗
馬
管
内

で
平
成
22
年
度
以
降
６
名
を
数
え
、
持

続
可
能
な
産
地
形
成
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
新
鮮
で
美
味
し
い
岩
垂

原
地
区
の
レ
タ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
・

ス
イ
カ
・
長
芋
等
の
高
品
質
野
菜
や
、

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
等

果
樹
類
の
更
な
る
品
質
の
向
上
と
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
安
全
安
心
な
農
作

物
を
提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
や
維

持
管
理
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
当
施

設
を
管
理
す
る
長
野
県
中
信
平
右
岸
土

地
改
良
区
内
の
調
整
池
を
利
用
し
、
太

陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
着
手
す
る
な

ど
、
他
に
先
駆
け
た
取
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

水
や
耕
土
の
流
亡
等
の
被
害
が
生
じ
た

た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら
県
営
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業
に
着
手
し
、
本
年
度
で

完
了
の
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
．
新
た
な
配
水
シ
ス
テ
ム
の
導
入

従
来
は
、
14
カ
所
の
加
圧
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
て
、か
ん
が
い
散
水
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、新
シ
ス
テ
ム
で
は
、揚
水

ポ
ン
プ
で
高
台
２
カ
所
の
配
水
池
に
揚

水
し
、そ
こ
か
ら
全
て
の
受
益
地
へ
自
然

圧
に
よ
る
散
水
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
効
果
）

１
．
従
来
の
加
圧
ポ

ン
プ
は
圧
力
変
動
が

大
き
く
、
散
水
範
囲

が
不
安
定
で
し
た
が
、

新
た
な
自
然
圧
方
式

に
よ
り
安
定
し
た
散

水
が
可
能
に
な
り
品

質
の
向
上
が
図
れ
ま

し
た
。

２
．
旧
管
路
は
石
綿

管
の
た
め
、
破
管
に

よ
る
断
水
が
多
発
し

ま
し
た
が
、
現
在
は

破
管
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。

３
．
用
水
系
統
の
一

元
化
に
伴
い
水
利
組

織
を
５
組
合
か
ら
１

組
合
に
統
合
し
、
人

一
変
し
、
野
菜
、
果
樹
等
の
県
下
有
数

の
産
地
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

三
．
更
新
事
業
の
実
施

岩
垂
原
の
畑
作
地
帯
は
国
営
右
岸
上

段
幹
線
水
路
か
ら
導
か
れ
た
用
水
を
水

源
と
し
て
お
り
、
昭
和
59
年
度
か
ら
、

畑
か
ん
施
設
等
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
年
度
経
過
か
ら
加
圧
ポ

ン
プ
の
故
障
や
石
綿
管
の
破
損
に
よ
る

維
持
管
理
費
の
増
大
や
、
圃
場
へ
の
冠

一
．
は
じ
め
に

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
松
本
平
の

南
西
端
に
位
置
す
る
岩
垂
原
地
区
は
、

塩
尻
市
、
松
本
市
、
朝
日
村
に
ま
た
が

る
受
益
面
積
４
４
０
㌶
の
畑
作
農
業
地

帯
で
す
。
奈
良
井
川
と
鎖
川
に
挟
ま
れ

た
扇
状
地
形
で
準
高
冷
地
の
気
候
を
利

用
し
野
菜
や
果
樹
を
中
心
に
、
特
に
レ

タ
ス
の
生
産
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。当

地
域
は
、
か
つ
て
は
干
ば
つ
の
常

襲
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
雑
穀
や

養
蚕
を
主
作
物
と
し
た
生
産
性
の
低
い

農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

二
．
農
業
用
水
の
歴
史

松
本
平
は
、
内
陸
性
気
候
の
た
め
降

雨
量
が
少
な
く
、
大
正
14
年
か
ら
国
・

県
営
事
業
に
よ
り
梓
川
頭
首
工
や
用
水

路
の
整
備
を
行
い
、
５
２
０
０
㌶
余
の

農
地
に
用
水
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
水
不
足
は
解
消
さ
れ
ず
、
そ

の
後
、
梓
川
上
流
ダ
ム
建
設
に
よ
る
安

定
利
水
の
確
保
を
求
め
る
運
動
が
展
開

さ
れ
、
昭
和
45
年
に
東
京
電
力
の
ダ
ム

（
奈
川
渡
、
水
殿
、
稲
核
）
が
完
成
し
、

併
せ
て
農
業
用
水
の
確
保
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
52

年
度
ま
で
に
国
営
事
業
に
よ
り
１
万
６

０
０
㌶
余
の
受
益
地
を
対
象
に
幹
線
水

路
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
４
０
０
０
㌶
余
の
畑
地
帯
に

念
願
の
用
水
が
導
か
れ
、
農
業
環
境
が
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安定したスプリンクラー
かんがい散水

配水池（PCタンク）と
揚水機場


